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第６期赤穂市障がい福祉計画・第２期赤穂市障がい児福祉計画（案）に対するパブリックコメントの実施結果 

 

募集期間 令和２年１２月１５日（火）～令和３年１月１４日（木）【３１日間】 

提出された人１２人（提出された意見６５項目） 

番号 項目 寄せられたご意見等の概要 市の考え方 

１ 

 

第１章 計画策定に

あたって 

１ 計画策定の目的 

 

「第５期計画を継承し」とあるが、検証、評価、達成状況な

どの文言を入れてはどうか。また、取り組むだけではなく策

定しますとした方がいいのではないか。（３件） 

本項目は、計画策定の目的として法的根拠及び方向性を示し

た項目であります。検証、評価等については、自立支援協議会

において検討しており、第１章の「４ 計画の策定体制」の

「（１）赤穂市障害者自立支援協議会における検討」の項目に

おいて、「議論・検討を踏まえて策定しました。」と記載してお

ります。 

 

２ 第１章 計画策定に

あたって 

４ 計画の策定体制 

（２）ニーズ調査（団

体・事業所アンケー

ト） 

ニーズ調査の関係機関１４件とは、どのような機関なのか。

調査の対象に地域の学校は含まれているのか。ニーズ調査の

期間と依頼方法を教えてほしい。（２件） 

ニーズ調査を実施した関係機関には、赤穂特別支援学校を含

み、障がいのある人が関わる医療、就労等機関となっていま

す。市立の小中学校には実施していませんが、教育委員会を通

じてニーズ調査を実施しています。また、調査期間は令和２年

７月２０日から令和２年８月１４日まで、メール、郵送にて依

頼しております。 

 

３ 特別支援学校にはニーズ調査が届いていないので、今からで

もニーズ調査やヒアリング調査をしていただきたい。 

赤穂特別支援学校からは、ニーズ調査の回答を既にいただい

ております。 

 

資料１ ２月４日の協議会終了後に公表しますので 
取り扱いにご注意願います。 
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４ ニーズ調査でヒアリング調査を希望する事業所等はなかっ

たようだが、関係団体・事業所等に確認をとったのか。 

ニーズ調査の実施にあたり、調査書にはヒアリング調査を希

望される場合は、市社会福祉課障がい福祉係まで連絡をいた

だくよう記載しており、結果として、連絡いただいた団体・事

業所等はありませんでした。 

 

 

 

５ ニーズ調査は個別に自宅に郵送し、今求めていることを丁寧

に把握するべきである。事業所はどちらかというとニーズに

応えるべき立場（行政と同じ）だと考える。現在、実施して

いる調査方法の見直しを求める。当事者のニーズを反映して

いるとは思えない。令和３年度からの調査について検討して

いただきたい。 

 

 

 

ニーズ調査の実施方法等については、自立支援協議会で協議

し、承認を得たうえで実施しております。また、調査は計画策

定にあたり実施していることから、令和３年度は実施しませ

んが、ご意見は今後の参考とさせていただきます。 

６ 第２章 赤穂市の現

状 

 

赤穂特別支援学校や市内支援級に在籍している児童生徒数

や事業所の定員数と利用状況を記載すれば、今後の障害福祉

サービスの増設の必要性などの検討・予測に繋がる。 

赤穂特別支援学校の生徒児童は、必ずしも赤穂市内だけでは

なく市外からの通学者もおられ、また、支援学級の在籍児童生

徒が必ずしも障害福祉サービス等を利用されていないことか

ら、それらの数値は表示しておりません。事業所の利用状況に

ついては、公表しないこととしております。 
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７ 

 

 

第２章 赤穂市の現

状 

３ 障害福祉サービ

ス等の利用状況 

４ 地域生活支援事

業の実施状況 

各サービス・事業について、計画値を「上回った」「下回っ

た」原因を付し、事業効果の検証と次期計画に向けた課題や

改善点を記述するべきではないか。（２件） 

 

増減要因等については、事業所の開設等増減要因が明確に分

かるものについては記載しておりますが、それ以外について

は、利用者個々の利用状況によるものです。また、課題や取組

方針等につきましては、赤穂市障がい者福祉長期計画に掲載

しております。 

８ 第５期障がい福祉計画等の達成状況を示し、その結果から見

直しをどのように行ったのか示すべきではないか。（６件） 

第５期障がい福祉計画等の実績（見込）状況は、第２章の「３ 

障害福祉サービス等の利用状況」及び「４ 地域生活支援事業

の実施状況」に掲載しており、見直した結果については、第５

章以降に実績やニーズ調査の内容を踏まえ記載しておりま

す。 

９ 第２章 赤穂市の現

状 

３ 障害福祉サービ

ス等の利用状況 

（２）日中活動系サ

ービス 

令和２年度の生活介護の計画値が１２５人／月に対し、実績

見込が１１８人／月で、希望者は多いのに減っているのはな

ぜか。市外の生活介護事業所を利用されている方が増えてい

るのではないか。そうであれば、そのことも明記してはどう

か。（２件） 

令和２年度の実績見込については、過去の実績等を勘案し、 

１１８人／月と推計しており、利用者数の減少理由は、個々の

利用状況によるものです。本計画の実績（見込）値等について

は、本市で障害福祉サービス等の支給決定を受けている方が

対象となることから、市外の事業所を利用されている方も実

績（見込）値等に含んでおります。 

 

１０ 第３章 計画の基本

方針 

２ 希望する障がい

のある人等への日中

活動系サービスの保

障 

重度心身障がい児者が利用できる施設が限られており、医療

的ケアが必要な場合は対応できないなど保護者の負担が大

きい。学校卒業後に行ける施設も１か所しかなく、何かあれ

ば市外の施設に預けるしかない。できるだけ地元地域で生活

ができて、施設入所生活になってもすぐに会いに行ける環境

を作っていただきたい。（１０件） 

事業所や関係機関等に情報交換や連携を図りながら新たな事

業所の参入を働きかけるとともに、受け入れ先の確保に向け

て努めてまいります。 
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１１ 第３章 計画の基本

方針 

３ グループホーム

等の充実及び地域生

活支援拠点等の機能

の充実 

家族が介護できないときやひとり暮らしの経験ができるよ

うな、地域で自宅の次に暮らせる場所があるとよいと思う。

福祉ホームを検討してはどうか。親亡き後やグループホーム

について、早い段階で学習できるよう支援体制を計画してほ

しい。（４件） 

関係機関と連携し、障がいのある人が地域で安心して暮らし

ていけるよう、高齢化や親亡き後を見据えて地域生活支援拠

点を整備し、体制の整備に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

１２ 第３章 計画の基本

方針 

６ 障がいのある子

どもを支援する体制

の確保 

赤穂市障害者自立支援協議会にはこども部会が設置されて

いるが、各関係機関は十分連携しているのか。 

 

行政、教育、障がい児福祉サービス事業所、関係団体等が参加

する自立支援協議会こども部会では、それぞれの課題や事例

検討をはじめ、個別のケース検討会議の開催など連携を図っ

ています。 

 

 

 

 

１３ 第３章 計画の基本

方針 

７ 感染症対策の推

進 

 

感染症発生時においては、具体的にどこが中心となりどんな

対策を進めていこうとしているのか。 

感染症対策については、兵庫県と連携し、対応を図るととも

に、事業所において感染症が発生した場合に備え、各事業所等

との連携強化に努めてまいります。 
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１４ 第４章 障害福祉サ

ービス等及び障害児

通所支援等の提供体

制の確保に係る目標 

１ 福祉施設の入所

者の地域生活への移

行 

 

各目標について、前期計画の目標値に対する実績と評価を付

し、その上で今期計画の目標値を掲出すべきではないか。（３

件） 

福祉施設の入所者の地域生活への移行については、現時点で

実績等が確定している令和元年度の数値に基づいて記載して

おりますので、ご理解をお願いします。 

 １５ 入所者削減目標数に死亡者は入れていないのか。地域移行さ

れた方の数値は正しいのか。 

１６ 第４章 障害福祉サ

ービス等及び障害児

通所支援等の提供体

制の確保に係る目標 

３ 地域生活支援拠

点等が有する機能の

充実 

 

地域生活支援拠点等の機能を更に強化させるためには、具体

的にどんな点を検討しなければならないか明記すべきだ。 

（２件） 

地域生活支援拠点等の機能強化については、自立支援協議会

において運用状況等の検証、検討を実施し、障がいのある人が

安心して地域で暮らしていけるよう体制を整備し、関係機関

等と取り組んでまいります。 

 

１７ 第４章 障害福祉サ

ービス等及び障害児

通所支援等の提供体

制の確保に係る目標 

５ 障がい児支援の

提供体制の整備等 

 

児童発達支援センターの設置が圏域内で設置と記載されて

いますが、障がい児が通うには距離が遠い。 

児童発達支援センターについては、国の基本指針により、圏域

内での設置としておりますので、ご理解をお願いします。 
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１８ 第４章 障害福祉サ

ービス等及び障害児

通所支援等の提供体

制の確保に係る目標 

７ 障害福祉サービ

ス等の質を向上させ

るための取組に係る

体制の構築 

 

市内で受けることができる障害福祉サービスの質を向上さ

せるためにどのような取り組みを行っているのか。また、障

害福祉サービス事業者等に対する指導監査を実施し、その結

果を関係機関に共有するなどしてサービスの質の向上につ

なげていただきたい。（２件） 

兵庫県と連携して、毎年事業所等に対して指導監査を実施し

ており、今後も継続して実施してまいります。 

１９ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 訪問系サービス 

訪問系サービスを利用したいときは福祉課の窓口へ行けば

いいのか。利用方法や利用できる障害支援区分を教えてほし

い。 

障害福祉サービス等の利用希望については、市社会福祉課障

がい福祉係へお問い合わせください。利用できる障害支援区

分については、各サービスにより異なりますが、市及び関係機

関等が連携して対応をいたします。 

 

 

２０ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 訪問系サービス

（２）重度訪問介護 

居宅介護と重度訪問介護の違いは何か。重度訪問介護の利用

者が少ないのは説明不足が原因ではないでしょうか。 

居宅介護と重度訪問介護の主な違いは、居宅介護は居宅にお

いて身体や家事援助等を行うのに対し、重度訪問介護は、居宅

のみならず外出時の移動中の介護等含めて総合的に行うもの

です。利用実績については、重度訪問介護の対象者が少なく、

また希望者も少ないことから、今後も周知に努めてまいりま

す。 
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２１ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 訪問系サービス

（４）行動援護 

 

行動援護が減少傾向とあるが、利用を絶たれた方を把握した

上での見込なのか。 

 

 

行動援護の見込数については、個別具体的な理由は把握でき

ておりませんが、過去の実績等を踏まえて推計し、掲載してお

ります。 

２２ どのような障害支援区分の方が利用できるのか。外出の援助

をしてくれると行動が広がり、生活の質も上がると思う。 

行動援護の利用については、障害支援区分３以上の方が対象

となります。障がいのある人の生活の質を向上させるため、引

き続きサービス等について周知に努めてまいります。 

 

 

２３ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

２ 日中活動系サー

ビス 

（１）生活介護 

 

令和３年度の実利用者見込数が令和２年度と同数になって

いる。令和３年度は特別支援学校を卒業して生活介護を利用

する予定の生徒がいるが、その増加分は見込まれていないの

か。（２件） 

令和３年度以降の利用実績見込等は、新規利用者を勘案し、過

去の実績等を踏まえて推計し、掲載しております。 

２４ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

２ 日中活動系サー

ビス 

（２）自立訓練（機

能訓練） 

当事者の高齢化による機能低下や移動が困難な障がい児の

場合、市内に自立訓練（機能訓練）のサービス提供事業所が

あればそのニーズは高いと思われるが、本市における必要な

サービス提供体制の確保について、どのように考えているの

か。 

 

市内に事業所はないことから、近隣の事業所の利用を図って

おります。 
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２５ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

２ 日中活動系サー

ビス 

（９）短期入所（シ

ョートステイ） 

市内には、医療型のサービス提供事業所がないが、医療的ケ

アを要する重度心身障がい児のショートステイにおける受

け入れの確保も「必要なサービス提供体制の確保に努めま

す」の内容に含まれるのか。代替サービスとして介護老人保

健施設の利用の検討はされているのか。 

 

サービス提供の確保には、医療的ケアを要する重度心身障が

い児のショートステイの受け入れ確保を含みます。なお、介護

老人保健施設の利用については、代替サービスの一つである

と考えられますが、介護保険制度との関係で課題等が多くあ

りますので、今後の検討課題とします。 

２６ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

３ 居住系サービス 

（２）共同生活援助

（グループホーム） 

令和３年度の実利用見込者数が５０人／月となっているが、

令和３年３月開設予定のグループホームは定員が７名と聞

いている。令和２年度が実績見込の４２人／月なので、４９

人／月ではないか。 

令和３年度の実利用者数見込値については、新規開設のみで

はなく、過去の実績等も踏まえ推計しております。 

２７ 第５章 障害福祉サ

ービス等の見込量と

今後の方策 

３ 居住系サービス 

（３）施設入所支援 

赤穂市内の入所施設の定員は２２４名／月だが、本計画では

令和２年度の実利用人数（見込）が６４名／月となっている。

これは２２４名／月のうち、赤穂市民の方が１か月に利用さ

れている方が６４名ということでよいのか。 

実利用人数は、市内の入所施設の定員に対する人数ではなく、

本市で障害福祉サービス等の支給決定を受けている方が対象

であり、市外施設を利用されている方も含めて６４名／月と

推計しております。 

 

２８ この書き方では利用人数と施設定員の関係性が見えてこな

いので、施設入所の問題点が見えてこない。定員数も含めて

標記する方法に変更してほしい。せめて市外施設に入所され

ている赤穂市民の人数を提示すべきではないか。また、退所

理由を人数ごとに提示して教えてほしい。 

本計画の見込値は、本市で障害福祉サービス等の支給決定を

受けている方がどの位のサービスを利用されるかといった視

点から推計しており、退所理由ごとの人数は集計していませ

んので、ご理解をお願いします。 
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２９ 第６章 障がいのあ

る子どもに対するサ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 障害児通所支援 

 

総量規制について、兵庫県より事業所等の指定がなされない

とは、どういう意味か。計画値が低いのに計画値に達してし

まうと何らかの指定がされず、サービスが増設できないこと

があるということなのか。 

児童発達支援及び放課後等デイサービスの指定については、

必要なサービス量が確保できていると考えられる場合には、

兵庫県による新規指定がなされない場合もあるということで

ご理解をお願いします。 

３０ 第６章 障がいのあ

る子どもに対するサ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 障害児通所支援 

（２）医療型児童発

達支援 

「今後事業所開設等に向けた働きかけを行います。」とある

が、事業所の開設が難しい場合、関係機関との連携という観

点から、市内医療機関との連携によるサービスの確保はでき

ないものなのか。 

どのような形でのサービスが提供できるのか、今後の課題と

して研究してまいります。 

３１ 第６章 障がいのあ

る子どもに対するサ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 障害児通所支援 

（２）医療型児童発

達支援 

（５）居宅訪問型児

童発達支援 

 

計画期間最終年（令和５年度）に突如数字が計上されている

根拠は何か。なお（２）は第１期計画でも同様の数字が記載

されている。 

現在、本市に事業所はないものの、市外事業所の利用を見込

み、令和５年度に利用見込数を計上しています。 
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３２ 第６章 障がいのあ

る子どもに対するサ

ービス等の見込量と

今後の方策 

１ 障害児通所支援 

（３）放課後等デイ

サービス 

令和２年度の実績見込と令和３年度の見込数からすると、新

規利用者は月５回程度しか利用できないことになりますが、

これで「支援」と言えるのか。 

数値については見込数値であり、利用できるかどうかを示し

たものではありませんので、ご理解をお願いします。 

３３ 第６章 障がいのあ

る子どもに対するサ

ービス等の見込量と

今後の方策 

２ 障害児相談支援 

（２）医療的ケア児

に対する関連分野の

支援を調整するコー

ディネーターの配置 

第１期計画でもコーディネーターの配置が計画されている

ことから、実績値は０人を記載すべきではないか。 

ご意見のとおりですので、平成３０年度から令和２年度まで

の実績（見込）値を「－」から「０」に修正します。 

 

 

３４ 第６章 障がいのあ

る子どもに対するサ

ービス等の見込量と

今後の方策 

２ 障害児相談支援 

（３）発達障がい者

等に対する支援 

ペアレントトレーニングの記載のみだが、発達障がい者への

支援やピアカウンセリングの導入の検討はどのように考え

ているのか。（３件） 

発達障がい者への支援として、ピアカウンセリングの導入や

その他の支援策については、ニーズや他市の実施状況等を踏

まえ、調査・研究に努めてまいります。 
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３５ 第７章 地域生活支

援事業の実施に関す

る事項 

実績や計画値に「実施」と記載されているものは、具体的な

数字（回数や件数、人数等）を記載することはできないのか。

（３件） 

兵庫県が策定する「第６期兵庫県障害福祉推進計画」の設定値

が「実施の有無」となっているため、県計画に合わせた記載と

しております。 

 

 

 

 

３６ 第７章 地域生活支

援事業の実施に関す

る事項 

１ 理解促進研修・

啓発事業 

 

 

 

障害者を理解してくれる機会を増やしてほしい。（２件） 本計画の第７章の「１ 理解促進研修・啓発事業」に記載のと

おり、障がい者への理解を深めるための研修・啓発事業に努め

てまいります。 

３７ 第７章 地域生活支

援事業の実施に関す

る事項 

４ 成年後見制度利

用支援事業 

 

 

 

成年後見制度について、もっと重要視し支援を進めてほし

い。 

成年後見制度利用の支援については、市社会福祉課窓口や基

幹相談支援センターで対応しておりますので、ご相談くださ

い。 
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３８ 第７章 地域生活支

援事業の実施に関す

る事項 

１１ その他の事業

（４）訪問入浴サー

ビス事業 

訪問入浴サービスの実利用者が「１人／年」となっていて、

市内には事業所がないと記載されているが本当か。市外事業

所がサービス提供しているのか。 

 

 

市内に訪問入浴サービスの事業所はありません。市外の事業

所を利用されております。 

 

３９ 「居宅介護」「重度訪問介護」の入浴サービスと「訪問入浴

サービス」の違いと、利用できる条件を教えてほしい。 

居宅介護・重度訪問介護の入浴介助は、介護員が自宅の浴槽を

利用しますが、訪問入浴サービスは、事業者が提供する持ち込

み式の浴槽を利用します。訪問入浴サービスの利用条件は、 

６５歳未満の在宅者で、 

(1)身体障害者手帳１級又は２級の交付を受けている者等 

(2)常時臥床の状態にある者で、居宅での入浴が困難な者 

(3)健康上入浴に支障がないことが医師の意見書等で確認で

きる者 

(4)原則として家族等の付き添い者がいること 

などがあります。ただし、介護保険の訪問入浴介護及び介護予

防訪問入浴介護を利用する者を除きます。 

 

 

 

４０ 第８章 計画の推進 

４ 計画の評価・点

検 

どのように評価・検証（ＰＤＣＡサイクル）が行われたのか。 自立支援協議会において前年度の実績報告、評価、次年度に向

けた改善点等の協議を行い、事業を行っております。 
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４１ 全般 

 

赤穂市の障がい福祉の課題や問題点を計画上に掲載し、その

課題にどのように取り組むのか具体的に記載する必要があ

る。（１６件） 

本計画は、赤穂市障がい者福祉長期計画のうち、数値見込量等

を示している「赤穂市障がい福祉計画及び赤穂市障がい児福

祉計画」に係る部分の策定であり、市の障がい福祉に係る課題

や問題点は、赤穂市障がい者福祉長期計画の「第３次赤穂市障

がい者福祉プラン」に記載しております。また、具体的な取り

組みについては、事業を実施するうえでの個別施策であり、本

計画には記載いたしませんが、関係機関と連携し、障がいのあ

る人が安心して暮らしていくための体制整備に努めてまいり

ます。 

４２ 障がいのある人が利用する市内の施設が足りていない。特

に、グループホームや入所施設、短期入所の施設がないので

確保するため、具体的な取り組みを明示してほしい。（５件） 

本計画は見込量等を示した計画となっており、障がいのある

人が安心して地域で暮らしていけるよう、事業所や関係機関

と情報交換や連携を図り、体制整備に努めてまいります。 

 

４３ 見込量の考え方について教えてほしい。人数には赤穂特別支

援学校の卒業予定者の人数が入っていないように思う。この

見込数で全員が利用できるのか。（４件） 

本計画では、本市において障害福祉サービス等の支給決定を

受けている方を対象として、市内外の事業所を利用する見込

量を示しており、利用できるかどうかを示したものではあり

ませんので、ご理解をお願いします。 

４４ その他 パブリックコメントの認知度が低い。また、記名や連絡先を

記入し意見することはハードルが高いと考えるので、無記名

でも意見ができる形が可能ではないかと考える。さらに、当

事者の家族や手帳所持者等に郵送で意見を募れば、たくさん

の意見が集まるのではないか。（２件） 

パブリックコメントは、赤穂市市民参加に関する条例に基い

て広く市民の意見等を求める方法で実施しており、住所、氏

名、電話番号を記載していただくこととなっておりますので、

ご理解をお願いします。 
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４５ 赤穂市障がい者福祉長期計画案にアクセスしたが、ページ数

が多く目をとおすだけでも時間がかかる。資料をＰＤＦだけ

ではなく、タブを付けたりして知りたいタイトルへアクセス

できるようにするとか、計画・方針・目標より実施や推進に

ついて目が通せるようにしていただけると理解しやすい。 

パブリックコメントに係る計画案（資料）の掲載方法について

は、今後の課題として検討してまいります。 

４６ 各種の障害福祉サービスがあることを市民に知らせるため

に、市はどのような工夫をされているのか。自立訓練などは

過去の実利用者数が「０」または少数であるのは、このよう

なサービスを知らないのではないか。（２件） 

障害福祉サービスについては、窓口に来られた際に作成した

パンフレットでご説明させていただいており、また、市ホーム

ページ等でも周知しております。また、早かごセミナーの活用

や民生委員児童委員を対象とした研修、社会福祉協議会が実

施する研修等でも周知しております。引き続きサービスの利

用促進等のため周知に努めてまいります。 

 

４７ 障がい児者を対象としたスポーツ等余暇活動の場を充実し

てほしい。障がいのある人の創作活動や交流促進等を推進

し、共生社会づくりの実現を目指してほしい。（３件） 

赤穂市障がい者福祉長期計画に記載のとおり、教育委員会ス

ポーツ推進課と連携し、だれもが、いつでも、どこでもスポー

ツ活動や文化活動に親しめるよう、機会の提供等に努めてま

いります。 

４８ 小学校就学後の支援施設に市立の施設がないのはなぜか。ま

た、アフタースクールに比べ、利用時間が短いのはなぜか。

利用時間改善の方策は計画案にあがっているか。 

近年、放課後等デイサービス事業について、新規参入の事業所

があることから、市立施設の設置は考えておりません。なお、

利用時間については、各事業所で設定されますので、ご理解を

お願いします。 

４９ 市内の小学校ではアフタースクールが各学校で利用できる

のに、赤穂特別支援学校では環境が整っていない。同じ市民

であるのに市による環境が計画されないのはなぜか。 

アフタースクール子ども育成事業は、市立小学校の就学児童

を対象に支援を行っており、赤穂特別支援学校は県立施設で

あることから、ご理解をお願いします。 
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５０ 療育手帳申請時の医師の診断書は市内で可能となっている

のか。可能となっていないのであれば計画を希望する。 

療育手帳申請時には医師の診断書の提出は原則不要であり、

１８歳未満は兵庫県こども家庭センター、１８歳以上は県立

知的障害者更生相談所において、心理検査と医師の診断によ

り判定されることとなっています。 

 

５１ 療育手帳の更新案内を計画してほしい。更新は３年後や５年

後となるため、案内をしてほしい。 

 

療育手帳の更新については、現在は保護者又は本人が更新時

期を確認のうえ申請していただくこととなっておりますが、

更新申請の案内については、今後の検討課題とさせていただ

きます。 

５２ 放課後等デイサービスと日中一時を利用しているが、両方の

領収書を市役所の窓口へ提出して払い戻しをしている。支払

い形態を検討してほしい。 

また、払い戻しについて、市役所からの案内はなかったが、

現在は利用者への案内はできているのか。 

高額障害福祉サービス費等の払い戻しについては、世帯の基

準額に対して、実際に自己負担している額がどのくらい超過

しているかを確認するために、領収書を提示していただいて

おります。案内については、現在行っていませんので、今後の

検討課題とさせていただきます。 

５３ 支援学校で給食センターから運ばれた食事を子どもの状態

に合わせ、教室で担任がカットばさみで小さく切ったりして

いた。衛生面でもそうだが教師の仕事ではないと思った。配

膳室を準備し栄養士を配置する等、計画してほしい。市での

対応が難しければ、県と連携し、検討願いたい。 

県立赤穂特別支援学校への給食は、兵庫県教育委員会の要請

に基づく委託契約により、本市給食センターが献立・調理・運

搬等の業務を行っています。ご要望の内容は県にはお伝えい

たしますが、児童・生徒への対応については、特別支援学校に

おいて検討されるべき事柄ですので、ご理解をお願いします。 

５４ 支援員の研修等は各事業所任せなのか。市として事業所支援

員の研修費の補助は検討しないのか。 

事業所支援員の研修等については、各事業所において実施さ

れるべきものであります。市においても、自立支援協議会の部

会等を通じて人材育成を図っていくことを検討しておりま

す。 
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５５ 赤穂特別支援学校高等部卒業後、就職したものの離職した場

合の障がい者の生活確保が有効に働いているのか。 

障がいのある人が離職した場合における生活の確保について

は、市又は基幹相談支援センター、相談支援事業所等にご相談

いただければ、本人の状況や今後の生活の希望等を聞き取り、

障害福祉サービス等の利用等、安心して生活ができるように

支援してまいります。 

 

５６ 放課後等デイサービスの利用時間に比べ、生活介護や就労事

業所は利用終了時間が早く、保護者がフルタイムで働くこと

が難しい。１５時から１７時に利用できるサービスを紹介し

たり、拡充してほしい。（２件） 

 

生活介護や就労事業所の利用終了時間以降に利用できるサー

ビスについては、市内事業所により日中一時支援サービスが

ありますので、ご利用をご検討ください。 

５７ 障がいのある人が相談できる場所を増やしてほしい。 市に設置している基幹相談支援センターや相談支援事業所を

ご利用ください。 

 

５８ 市内事業での受け入れ先がなく、市外の施設を利用しなけれ

ばならないので、ガソリン代等交通費の補助をしてほしい。 

市外施設を利用されている方への交通費等の助成について

は、他市の実施状況等も踏まえ、研究してまいります。 

 

５９ 医療的ケアが必要な人が利用できる生活介護事業所には看

護師が１名しか配属されていない。複数の医療的ケアが必要

な人が利用する場合でも１名体制は変わらないとのことで

ある。これでは安心してサービスを利用できる状態とはいえ

ないため、市として予算を確保し、市民病院の看護師を派遣

してほしい。 

生活介護事業所の人員配置については、事業所又は事業所を

有する法人内でご検討いただくこととなりますので、ご理解

をお願いします。 
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６０ バスなどの公共車両の運行回数や時間を増やしてほしい。 市内循環バスゆらのすけについては、令和２年１月から全ル

ート週３日運行に増便したところであります。路線バスのダ

イヤについては、過去の利用実績等を勘案し、運行主体である

㈱ウエスト神姫が決定しておりますが、今後もニーズ等を踏

まえ、同社に検討をお願いしていきます。 

６１ 駅前映画館用の駐輪場を増やしてほしい。 自転車で映画館を含むプラット赤穂内施設にお越しいただく

場合は、赤穂駅北自転車駐輪場または近隣の民間駐輪場をご

利用ください。 

６２ 公共図書館を増やしてほしい。 赤穂市立図書館の分館等を新たに設置する計画は現在のとこ

ろありません。市内の地区公民館８館には図書室が設けられ、

全市的な対応がなされておりますので、これらの施設もあわ

せてご利用ください。 

６３ 市内の街灯の設置場所を増やしてほしい。 市内の街灯については、毎年度、自治会長等の要望に基づき設

置しているところでありますので、必要な個所については地

区の自治会へご相談ください。 

６４ 子どもが遊べる場所を増やしてほしい。「公園」など。 赤穂市は近隣でも有数の公園が整備されているところでもあ

り、土地区画整理事業の進捗や周辺の宅地化の状況を勘案し

ながら、公園の整備等に努めてまいります。 

６５ 障害者が使いやすい公共施設を作ってほしい。 兵庫県の福祉のまちづくり条例に基づき、建物や道路をはじ

めとした公共施設のバリアフリー化に順次取り組んでおりま

す。今後も、障がいの有無に関わらずだれにもやさしいまちづ

くりに取り組むため、公共施設のバリアフリー化を推進しま

す。 
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